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自動車： 5,292台/12h
自転車： 49台/12h
歩行者： 1人/12h

（H29・R1実測）

位置図

道路事業 一般県道 上伊勢誉田線〔末政〕

事業区間 ： たつの市龍野町片山～末政
総事業費 ： 7億円
内用地補償費：6億円
事業期間 ： R3～R6
事業概要 ： 現道拡幅
延 長 ： 600m
計画幅員 ： 6.0（7.5）m
計画交通量： 6,500台/日（R12推計）

費用便益比B/C： 2.9

事業概要

目 的

①安全・安心で円滑な交通の確保
②経済・産業基盤の強化

工程表

現況 計画

(一)上伊勢誉田線 延長600m
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事業箇所

出典：国土地理院
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①前後区間は、２車線改良済であるが、事業区間は幅員狭小（車道幅員5.3m）で車両の離合が困難。
②事業区間周辺の産業集積地と国道2号（太子竜野ＢＰ）を最短で結び、幹線道路へのアクセスを強
化する。
③直轄河川改修（築堤）と同時に着手することにより、効率的な拡幅が可能。

①幅員が狭く車両の離合が困難

平 面 図

現況写真

出典：国土地理院

事業の必要性・優先性

③河川改修断面図（築堤）
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凡例
：事業区間
：高速道路
：県道
：河川改修
（築堤）区間
：人身事故発生箇所
：工場等
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②産業集積地へのアクセス強化
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